
第４号様式（第１０条関係） 

会 議  録 （要 旨）

会 議 名 第４回武蔵村山市市民協働推進会議 

開 催 日 時 平成２１年１２月１７日（木）午後７時００分 ～９時１０分 

開 催 場 所 ボランティアセンター会議室 

出 席 者 及 び

欠 席 者

出席者：（座長）渡辺龍也、（副座長）杉澤幹生、高木寛之、（委員）飯

塚十日子、伊藤輝男、木村祐子、鴻田臣代、小西喜芳、佐々木久子、塩田

和行、藤崎由美子、藤本信子、ボランティアセンター長 岡本茂義 

（欠席）安島敏市、中島秀雄 

（事務局）地域振興課長、地域振興課主査、地域振興課副主査 

報 告 事 項
１ 第３回武蔵村山市市民協働推進会議の会議録について 

２ その他 

議 題
議題１ 市民協働のまちづくりについて 

議題２ その他 

結 論
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。）

第４回武蔵村山市市民協働推進会議 

報告事項１ １２月２５日（金）までに訂正等の連絡をする。 

報告事項２ その他 

市民協働のためのパワーアップ講座を実施する。 

議題１ 市民協働のまちづくりについて 

協働事業とは別に団体育成について、次回会議の事前に送付したい。 

議題２ その他 

第５回会議 1月２９日（金）午後７時から開催する。 

審 議 経 過
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

（発信者） 

□印：座 長

○印：委 員

◎印：センター長 

●印：事務局 

第３回武蔵村山市市民協働推進会議 

報告事項１ １２月２５日（金）までに訂正等の連絡をする。 

報告事項２ その他 

●市民協働のためのパワーアップ講座について、第１回が２月１８日、第

２回が２月２５日に開催する。開催にあたって、木村委員に講師や内容に

ついて調整していただいた。周知は、２月１日の市報で参加者を募集し１

月下旬から各施設にチラシを配布する予定である。 

議題１ 市民協働のまちづくりについて 

□提案制度については、事前に配布してある中で今日は第１回目のため、

抽象的ではなく全体における制度の核となる議論について、事業の流れを

進めていく。 

●協働事業提案制度として事前に配布している資料について、２２年度か

ら導入した場合の実際の流れをまとめたものである。また、スケジュール

についても事務局案として提示したが、疑問点等をこれから委員皆様の話

し合いの中で議論していただきたい。 

□まず、１の目的、２の基本原則について、御指摘があれば御意見をいた

だきたい。 

○協働事業提案制度の目的の中で、自治会は市民活動団体の任意団体なの

で入らないのか。 

○自治会の地域の中で、見回りなど主体的に行っているので入った方がよ

い。 

○公益法人で企業が社会貢献活動をした場合ははいらないのか。 

□企業として、営利を目的としている場合は入らないこととなっている。
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○ＮＰＯという言葉は、ＮＰＯ法人格を持っていないと市民活動団体とし

て含まれないと思っている方がいるのではないか。 

□法人格でなくても、全部総称しているので入ることとしている。 

●まちづくり研究会報告書の３頁、４頁で、協働の定義について記載され

ている。 

○中身をチェックした場合に公益法人で１００万位なら手を挙げる団体が

あるのかと思う。 

○公益団体の中で、あまりに広げすぎても本当に必要な地域の大切なもの

がはじかれてしまう危険性があるのではないかと懸念する。 

○まずは、ＮＰＯ団体という範囲でスタートしてみてはどうか。 

□次に、３事業の流れについて検討をお願いする。 

○一次審査が９月上旬、二次審査(公開プレゼンテェーション)９月下旬で

その後関係する担当部署との詳細協議の後に、１０月上旬に選考結果を市

長へ報告となっているが、市長へ報告の前に最終選考を入れなくてよいの

か。 

○審査では、一週間は厳しいが二週間はあけた方がよいのでは。 

●一次審査の段階で、ふるいにかけて、二次の段階で６頁の公開プレゼン

テェーションを経て審査基準により点数を出して、一定の点数を獲得した

団体は二次審査通過となる。二次を通過したものは、事業として採択され

る。 

□２本立てで言ったらよいのでは。 

一つは、今まで議論したこの方法でよいと思う。 

二つ目は、まちづくりを支援する方法で実施してはどうか。 

●Ａ（団体支援）という制度とＢ（協働事業支援）という制度に分けるこ

とは良い方法だと思う。 

○ボランティアセンターでは協働について何か考えているのか。 

◎現段階ではそこまで考えていない。一つひとつ段階を踏んでやっていか

なければいけないのですぐには難しい。また、社会福祉協議会事務局とも

調整をしなければならない。 

○ボランティアセンターが窓口になって、アドバイスしてもらえないの

か。 

◎今回初めてこの会議に参加したので、会議の内容についても分からない

ので、一度持ち帰って検討しなければならず、いますぐ即答はできない。

●来年度はボランティアセンターが指定管理になって２年目になるが、市

民活動団体が支援する拠点として、さらなる充実を期待したい。将来的に

は、中間支援団体として活動していただきたい。 

◎個々の趣旨に沿って色々なボランティアが登録されているので、そうい

う方々の支援は可能だと思う。 

○こういう事業をやりたいと思ったときに、市に行った方がよいのか。ボ

ランティアセンターに行った方がよいのか。 

●両方である。市民団体の活動支援を行政としてやらなければならない場

合と、ボランティアセンターが行う場合がある。ボランティアセンター

は、土、日曜日も開館しているので利用しやすい。一か所より複数あった

ほうが良い。 

◎今の現状は有期職員２人、正規が１人の３人態勢でやっているので、正

規職員が少なく難しい面もある。 

○この制度の流れに従っていった場合、市は追い付いていけるのか。 

●市では申請書の書き方を１から１０まですべて教えることは不可能。た

だ情報提供としてこういうところに行った方がよいとのアドバイスはでき

る。また、市とボランティアセンターだけが相談相手だけではなく、ＮＰ
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Ｏネットワークの各団体を紹介することができる。 

○要するに窓口はどこでやるのか。 

●最終的には、地域振興課で交通整理を行う。 

提案制度について、例えば花いっぱい運動を市に相談した場合に、道路

公園課へのつなぎができる。 

○提案募集をする前に一般市民等全ての団体に情報を流して説明会を開催

した方がよいのでは。 

●募集受付前には、提案制度についての説明会を考えている。 

○市の出前講座は実施しているのか。 

●例年どおり実施している。 

○ボランティアセンターでは、今年度、次年度以降どこまで市民活動の支

援ができるのか教えていただきたい。新たに何かしら作らなければいけな

いと思うが、ビジョンが見えないので教えていただきたい。 

◎今後、ステップを踏む上で事業計画を練り上げる中で、協働支援につい

て調整しながら行っていくことは考えている。 

○我々には時間がないので、まずは地道にやるのか、大きくジャンプアッ

プするのか、難しければ次の手を考えなければならないので、いつ頃まで

に事業計画は出せるのか。 

◎大きくジャンプアップをするのは難しい。色々と事業を行っているので

行政と調整していかなければならない。 

□計画的に、段階を踏んで実施していただきたい。 

○市の予算は単年度予算と思うが、６月の補正予算はどういうことなの

か。 

●６月の補正では、審査会委員の報酬として謝礼の部分を予算化しようと

考えている。 

議題２ その他(次回会議開催日程 )

●次回会議は１月２９日(金)午後７時から、ボランティアセンター会議室

で開催する。 

●次回以降は、４の提案できる方(応募資格)を見ていただく中で、提案制

度が本市のイメージにあったもので進めていただきたい。先ほどの協働事

業とは別に団体育成について事前に送付したい。 

☑公 開   傍聴者： １ 人

□一部公開 
会議の公開・ □非 公 開
非 公 開 の 別  ※一部公開又は非公開とした理由 

会議録の開示・

非 開 示 の 別  

☑開 示

□一部開示（根拠法令等： 

□非 開 示（根拠法令等： 

）

 ）

庶 務 担 当 課 市民生活部 地域振興課 （内線： ２２４ ）

（日本工業規格Ａ列４番） 
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